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1「頼むぞ」仲間からの期待を 
　背に受け、火点に向けて走り
　出す。
2わずか５ｃｍの白線に合わ
　せて整列。
3操法開始前。緊張感を漂わ
　せながらも毅然とした表情を
　見せる。
4小山田市長が選手たちを激
　励。選手たちにとって大きな
　力に。
5出場が近付くと雨雲が去り、
　鮮やかな日差しが選手たちを
　照らす。
6２つの火点に見事命中。２本
　の放水線が見事な弧を描く。
7会場に掲げられた約 11ｍの
　のぼり旗が選手たちを勇気付
　ける。
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全国から地方大会を勝ち抜いた消
防団員が集い、消防用資機材の取り
扱いや操作の基本技術について、そ
の正確性や迅速性を競い合う全国消
防操法大会。
　十和田市消防団第５分団が出場
し、県代表として堂々とした操法を
披露した。
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洋さん（26歳・一本松）と竹
たけがはら

ヶ原武
たけのり

教さん（38
歳・大和）を加えた 8人（※）で当初から全国大会の入賞・優勝を目指し、
春からどこにも負けないくらいの訓練をしてきました。日頃の訓練の蓄
積が今につながったと思います。
　大会では、会場の雰囲気に少しのまれていたかも知れませんが、普段
どおりの力は出せたので悔いはありません。　　　　　　　　
　今後は、今回培った経験を生かし、消防団活動を行っていきます。若
い人たちにどんどん消防団に入ってもらい、一緒にまちを盛り上げてい
けたらいいですね。
　※野崎さんと竹ヶ原さんは補欠として登録。野崎さんは開会式で旗手を担いました。

第 23 回全国消防操法大会

Interview Captain　工藤良一

全国の舞台で活躍した選手たち
十和田市消防団第５分団十和田市消防団第５分団
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